






































































































知大学国際問題研究所紀要』、第 95 号 1991 年）、「波多野養作の『西域地
方事情』ノ - ト—中国・西域踏査旅行報告の付論から」（『愛知大学国際問










































































































































































































　1908 年７月、第６期生は 12 の調査班に分かれて各地を調査し、晋蒙隊
と口外喇嘛廟熱河隊が蒙古地域に入っている。1908 年 7 月 10 日、玉生武
四郎・梅津理・宮崎吉蔵等５人からなる晋蒙隊は、上海を出発し、途中天
津・北京・南口・居庸関を経て、張家口から調査地域に入り、西方のチャ












































































































































































































































































































































































































































































　1931 年６月、第 28 期生による現地調査旅行が実施され、４つの調査班
−164− −165−
東亜同文書院の内蒙古調査旅行の概況
が蒙古に入っている。第一の露支国境遊歴班の班員は、岡部善修・浅野修
等５人からなっている。その旅行ルートは、上海—青島—済南—北平—天
津—大連—旅順—撫順—奉天—四平街—鄭家屯—洮南—昴昴溪−満州里—
ハイラル—チチハル—ハルピンで、満州里・ハイラル等を含むホロンバイ
ル地域で調査を実施している。第 28 期生の旅行誌『千山万里』に同調査
班の旅行日誌「アムールの流れ」が収録されている。
　第二の津浦打通線班の班員は、高橋房雄・西由五郎等４人からなり、そ
の旅行ルートは、上海—南京—徐州—済南—天津—北平—錦州—打虎山—
通遼—鄭家屯—洮南—チチハル—ハルピン—長春—吉林—奉天—大連で、
打通線で東蒙古に入っている。『千山万里』に同調査班の旅行日誌「挿秧
秋麦熱砂」が収録されている。
　第三の北満遊歴班の班員は、高橋武雄・三木善吉等６人からなり、旅行
ルートは、上海—青島—済南—北平—天津—大連—旅順—営口—通遼—鄭
家屯—洮南—チチハル—克山—昂昂溪−ハルピンである。『千山万里』に
同調査班の旅行日誌「旅の印象」が収録されている。
　第四の黒龍江省遊歴班の班員は、小島桂吾・坂井佳彦等４人からなり、
その旅行ルートは、上海—青島—済南—北平—天津—大連—奉天—四平
街—洮南—昴昴溪−チチハル—ハイラル—満州里—ハルピン—長春—大連
である。『千山万里』に掲載された同調査班の旅行日誌「東支線を行く」には、
ホロンバイルに関する記述がある。
 
